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暗黙知、身体、市場のコンテキスト－企業活動の人
類学的研究－













　　　　1 － 2 － 1　産業的身体
　　　　1 － 2 － 2　朝礼と報告
　　　　1 － 2 － 3　制服
　　　　1 － 2 － 4　５S




　　　　2 － 2 － 1　恭順の姿勢──身体をめぐる暗黙知
　　　　2 － 2 － 2　報奨、懲罰、進化

















　　　　3 － 2 － 1　何故上海なのか
　　　　3 － 2 － 2　中国市場の時代背景
　　　　3 － 2 － 3　上海における飲食店検索メディアの現状
　　3 － 3　暗黙知──ぐるなび上海社の事例から
　　3 － 4　暗黙知──消費の現場から
　　　　3 － 4 － 1　フランスのハイパーマーケット「カルフール」


























































































ル・ポラニーの弟 ) が初めて用いた概念である。しかし、1990 年代後
半以降の経営学の分野で用いられている暗黙知とは大きく意味作用が
異なる概念であることをまず確認しておきたい。






































































































で、5 分経過、15 分経過、30 分経過というように待たされる時間を
中島成久／羅雁





















































































































































































































































































































































































































































































































ピング本数が 350 本から 450 ～ 600 本に増えた。以前なら 32 人の労

































































































ネシアには “ ディシプリン ” が不足している」とも発言した。よく言
われる、「サンタイ ( 気楽な )」とか「マラース ( 怠惰な )」な国民性で
はだめである、という。
　ジャトミコ氏の言う「ディシプリン」の中身が、「報奨」reward、「懲


















































30 ～ 40 キロある場合でも「20 キロ」と計算される。給料は 1 トンい
くらと計算されるので、最低 FFB を 50 個搬入しなければならないが、




んだ。だが警察には報告できない。会社から 250 万ルピア（2010 年




























の 2000 年 2 月にぐるなび社が発足した。以後、日本各地で営業所が
設立され、事業拡大の一途を辿っていく。


































現在、「ぐるなび上海」における加盟店舗数は 4 万件で、2009 年
末までの閲覧数は 1 年前の 1.5 倍にも増えて、月間 3040 万 PV ─
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84 中島成久／羅雁








































































































































































　日本では 30 代 40 代が主に消費が高いと言えますが、中国では 20
代、しかも独身の消費が高いと考えています。日本のサラリーマンの
お小遣いは年収の 5％程度。これを具体的に言うと 600 万円の年収で
月３万円しか自由に使えない。しかし、中国では、親との同居が多い
のと一人っ子政策の影響で、20 代で 3000 元の給与があったらそれを
自由に使うことができる。そうしたら 4 万円以上になり、物価格差が







平均 2000 ～ 3000 元前後（約 3 ～ 4 万円）の水準となっている。親と
同居するため家賃などの心配もなく給料を自由に使える若者が多い。



























































































































































場のコンテキスト ( 地域暗黙知 ) と呼ばれる分野の研究領域であるこ
とも指摘した。
2 では中島の研究してきたアブラヤシ・プランテーションの問題を、
























































































































19 ぐ る な び 社 公 式 ウ ェ ブ サ イ トhttp://www.gnavi.co.jp/company/profile/
summary/による。ここでは、ぐるなび社の事業内容が詳しく記載されてい
る。（2010．10．28入手）
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